
 

 

令和６年度出産・子育て応援金の支給方法について 

 

 

 現在現金で支給している出産・子育て応援金について、令和６年10月からギフト支給への切替を行う

こととしていましたが、「子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律」（※）の成立を踏まえ、今

年度中は引き続き現金で支給することとします。 

※令和６年６月５日可決。出産・子育て応援金に関わる部分の施行日は令和７年４月１日 

 

 

 

これまで国は、出産・子育て応援金について、出産・育児関連用品の購入や家事・育児支援サービス

等の利用に対する助成として、クーポンやギフト等で支給することを推奨していました。 

しかし、法制化に伴い、新たに「妊婦のための支援給付」が創設され、法律で定められた金額を確実

に支給する必要が生じるため、支給方法について、「紛争の未然防止や事務の確実かつ効率的な実施の

観点から、支給金額を外形的に担保できる、現金その他確実な支払の方法として内閣府令に定めるもの

により支給する」とされました。 

具体的には、５万円相当のクーポン等に法律に定める支給額の財産的価値があるかが不明であり、実

際に５万円を受給したといえるかという点で争いが起きることも想定されます。そのため、クーポン等

で一律に支給する方法については、現金その他確実な支払の方法とは言えず、国は、クーポン等による

支払を内閣府令で定めることは想定していません。 

 ただし、現金その他確実な方法での支給としたうえで、給付金をクーポン等で受け取ることについ

て、申請時に受給者の同意を得ることにより、クーポン等で支給する運用は可能としています。 

（クーポン等のみの一択は不可。現金とクーポン等との選択制は可。） 

 

 

 

本市では、早期に支援をお届けするため、令和５年２月から現金での支給を開始しましたが、クーポ

ン等での支給を推奨する国の方針に沿って、同額相当のギフト支給への切替を予定していました（令和

６年10月予定）。 

しかし、ギフト支給への切替を行った場合、改正法が施行される令和７年４月１日以降は、現金その

他確実な支払の方法とする必要があるため、再度切替を行う必要が生じます。 

令和６年10月から半年間という短期間での再度の支給方法変更による市民の皆様の混乱を避けるとと

もに、事務経費の適正な執行等の観点から、令和６年度中は現金支給を継続することとします。 

令和７年度以降については、今後、現金とギフトとの選択制も含めて、できるだけ早期に支給方法を

検討します。 

 

１ 趣旨 

３ 本市の対応 

２ 国の支給方法の考え方 

（裏面あり） 
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【参考】出産・子育て応援事業に係る「子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律」の内容 

 

 妊娠期からの切れ目ない支援を行う観点から、子ども・子育て支援法に「妊婦のための支援給付」を

創設するとともに、児童福祉法に「妊婦等包括相談支援事業」を創設し、「妊婦のための支援給付」を

行うに当たっては、「妊婦等包括相談支援事業」等の支援を効果的に組み合わせて行うことを子ども・

子育て支援法に規定します。 

 「妊婦のための支援給付」については、既存の経済的支援（児童手当や出産育児一時金等）との整理

等の観点から、妊婦支援を目的に、妊婦に着目した給付として実施します。 

 

 

 


